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【資料】
・資料1

GREEN×EXPO 2027の進捗状況

　GREEN×EXPO 2027の進捗状況について、資料１のとおり報告します。

報告事項 第１号報告

GREEN×EXPO 2027の進捗状況
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1

資料１



１ 会場・出展等 
 （1）会場イメージ・整備 
 （2）出展（公式参加者、花・緑出展、Village出展） 
 （3）植物調達 
 （4）行催事・営業参加・協賛 
 （5）輸送対策 
２ 広報・機運醸成 
 （1）マスターライセンス 
 （2）情報発信 
 （3）協会主催イベント 
 （4）連携イベント 
 （5）機運醸成の取組（商工会議所、神奈川県、横浜市） 
３ 組織・運営 
 （1）協会組織 
 （2）財務委員会 
 （3）BIE・AIPH  
 （4）運営 
 （5）アクセシビリティ 
４ スケジュール 
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Farm & Food Village 

メインゲート 

メインガーデン 

Urban GX Village 

Craft Village Kids Village 国際出展 国際出展 

＊建物の形状、配置を含め、本図は現時点でのイメージです 4



＊建物の形状、配置を含め、本図は現時点でのイメージです 5

メインガーデン 

SATOYAMA Village 



〇協会の工事全体のスケジュール 

6

工期（年度）工事概要【想定】

2027202620252024工種種別

舗装、給排水施設
・電気設備等

中央、
東会場整備

工事(土
木基盤) 舗装、給排水施設

・電気設備等西

植栽・園路広場・コモン
ズ主催者修景等造園工事

開発・設計
～建築～管理～撤去仮設建築賃貸借

〇会場整備工事（土木基盤） 
 ・中央工区、東工区 
     2024年4月発注、８月契約、10月から工事に着手しました。 
 ・西工区 
     2024年度末から現場着手できるよう2024年度下半期に発注予定です。 

〇造園工事 
  ・2025年度下半期から現場着手できるよう2025年上半期に発注予定です。 

〇仮設建築賃貸借 
 ・廃棄物抑制の観点から仮設リース建築を活用します。 
 ・2025年度に現場着手できるよう、2024年度下半期に発注予定です。 ：博覧会会場 【凡例】 

西工区 

東工区 

中央工区 

博
覧
会

：駐車場・バスターミナル 
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・開設日       令和６年９月２日 
 
・入居部署   整備部工事課６名 
        ※横浜市は約110名が入居 
 
・所在地    横浜市瀬谷区瀬谷町 
  

 博覧会の会場整備工事の現場着手に合わせて、上瀬谷現地事務所を 
横浜市脱炭素・GREEN×EXPO推進局上瀬谷現地事務所内に開設しました。 

現地事務所 外観 現地事務所 事務室 

上瀬谷現地事務所 

〇上瀬谷現地事務所の開設 
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 整備は３層構造で進めており、横浜市による土地区画整理事業及び公園内の基盤整備の上に、博覧会協会に
よる会場整備を行っています。 

【GREEN×EXPO 2027の会場整備の進め方イメージ】 

（横浜市資料抜粋） 



新たな公園に桜を植樹 

海軍道路の桜の植替え  

様々な品種の桜の植樹例 

GREEN×EXPO開催時の 
 海軍道路の桜並木のイメージ 

コシノヒガンでの再生事例（いずみ野駅周辺） 

 複数の専門家による客観的な樹木診断の中で、倒木の危険性の有無についても診断し、移植や植替えを行います。 
 開花時期や花の色がソメイヨシノに近く、病害虫などに強く安全度が高い「コシノヒガン」で海軍道路の桜並木を再生します。 
 海軍道路の桜を、順次植替えて再生するとともに、新たな公園に多くの桜を植樹します。 

9

海軍道路と公園併せて 
約40品種600本以上の 

桜を植樹 

海
軍
道
路
（
南
側
）

海
軍
道
路
（
北
側
）

中瀬谷消防出張所

至 瀬谷中学校前交差点

八王子街道

公園事業区域 
旧上瀬谷通信施設地区 
土地区画整理事業区域 

桜の植樹範囲(イメージ) 

新たな桜の再生イメージ図 

上川井瀬谷１号線

（横浜市資料抜粋） 

上川井瀬谷１号線
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大阪・関西万博IPM 
（6月25日・26日） 

太平洋・島サミット 
（7月16日） 

TICAD閣僚会合 
（8月24日） 

駐日アフリカ外交団 
（ADC）月次会合 

（9月9日） 

・2024年10月に駐日大使館・国際機関向け説明会をオンラインで実施し、40か国・国際機関にご参加いただきま 
 した。当方からは出展コストや植物検疫の規定等についてご説明しました。 
・国内では博覧会政府委員や開催地自治体と連携し、100を超える駐日大使訪問や、各種会議・会談の場を通じて 
 各国の首脳・閣僚・博覧会担当者に参加を呼びかけているほか、全世界にある日本大使館を通じて相手国に働 
 きかけています。 
・2024年12月時点で20を超える国から前向きな反応を頂いており、引き続き各国・国際機関等の参加表明、契約 
 締結に向け、国内・海外での参加招請に取り組みます。 



11

2027年度2026年度2025年度2024年度
★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前 ★開催１年前 

GREEN 
× 

EXPO 
2027 

 

3.19 
～ 

9.26 
  区画調整、契約、出展者による検討・設計 

2023春 
公式参加者 

招請開始 

2023年度 

  招請活動 招請活動 

2024.4 
政府委員就任 

出展者に 
よる施工 

2026.3までに 
敷地引渡（屋外） 

2026.10までに 
建物引渡（屋内） 

参加表明があった 
国・機関から順次 



〇GREEN×EXPO 2027出展者 第一次内定発表会 

 日 時：2024年10月１日（火）10：30～12：00 
 会 場：東京商工会議所 渋沢ホール（東京都千代田区丸の内３―２―２）  
 内 容：花・緑出展及びVillage出展の一次公募内定者の紹介 
     GREEN×EXPOラボ テーマ館展示ディレクター 杉山央氏等によるトークセッション 

12

 GREEN×EXPO 2027に参画する出展者について、2024年10月１日に第一次内定発表を行いました。 
多数の応募をいただき、「Village出展」に８件、「花・緑出展」に223件、合計231件の出展者を発表  
しました。 

登壇者フォトセッション 第一次内定者発表会に参加した出展者一同 
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GREEN×EXPO 2027 第一次内定者 
【花・緑出展】(五十音順) 【Village出展】(五十音順) 

※「企業・団体名」は参加申込書の記載内容
のため、今後変更が生じる場合があります。 
※複数の企業・団体・個人等による共同出展
状況は、参加申込時点の内容です。 



〇GREEN×EXPO 2027 出展内定者向け説明会 

日 時：2024年11月12日（火）14：00～16：00 
会 場：TKPガーデンシティPREMIUM横浜西口ホール2A（神奈川県横浜市西区南幸２ー19ー９）  
内 容：第１部 第一次内定発表会からのあゆみ、会場計画 
    第２部 GREEN×EXPO 2027における配慮事項、出展における留意事項、今後のスケジュール 
参加者数：会場対面出席  33団体52名（実数）、オンライン出席 152団体212名（申込数） 
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 花・緑出展及びVillage出展の第一次内定者を対象に、GREEN×EXPO 2027 の計画状況や、出展時の留意事項
等をお伝えする場として、会場参加とオンライン参加のハイブリッド形式で説明会を開催しました。第１部は
マスコミにも公開し、会場計画について発表しました。 
 
 



★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前 ★開催１年前 

GREEN 
× 

EXPO 
2027 

 

3.19 
～ 

9.26 

花・緑出展 

 自治体は10月25日から、企業・団体・個人は11月15日から、二次公募の受付を開始しました。 
それぞれの二次公募受付締切後、審査・出展者の内定を行います。 

2024.10.25 
公募要領公表 

○花・緑出展二次公募について    

 出展者に  
 よる 
 展示・ 
 施工 

 区画調整・決定、 
 出展者による検討・設計等 

内
定 

審
査 一次公募受付 

 出展者内定、 
 区画調整・決定、出展者 
 による検討・設計等 

審
査 

二次公
募受付 

2024.10.1 
第一次内定発表会 

2026.3までに 
敷地引渡（屋外） 

2023年度 

15 



   10月25日から二次公募受付を開始しました。12月26日の二次公募受付締切後、審査・出展者の内定を 
  行います。 
   二次公募では、会場内に数区画を配置する予定（1区画あたり約1,000㎡～3,000㎡の予定）です。 

2027年度2026年度2025年度2024年度2023年度

Village出展 質問受付 

★開催3年前 ★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前 

 

3.19 
～ 

9.26 

GREEN 
× 

EXPO 
2027 

一次公募 
受付 

審
査 

出展者内定、区画決定、 
出展者による検討・設計等 出展者による 

展示・施工 
 

GX House 
設置工事 

2026.3まで
に敷地引渡 

★開催１年前 

16

二次
公募 
受付 

審
査 

出展者内定、区画
決定、出展者によ

る検討・設計等 

2024.10.25 
受付開始 

2024.10.1 
第一次内定発表会 

 〇Village出展二次公募について 



○ 植物調達パートナー 
  協会が行う植物材料調達において、植物提案・調達・育成・納品等について一定の基準を満たす                 
 と協会が認定した事業者です。現在、３者を認定し、毎年度、追加公募を行う予定です。 
  【植物調達パートナーによる調達状況】 

 ・ 令和５年度は、植物調達パートナーと樹木等156種の育成を契約しました。 
 ・ 令和６年度は、さらに多くの種の樹木や宿根草等を調達する予定です。 

【植物調達パートナーが育成中の希少な植物の例】 
ブドウ 藤稔  
 
・横浜市内にて育成中。 
・巨峰を超える糖度と500    
 円玉程度の大粒で人気を 
 博したブドウ。 
・遺伝的には石川県作出で   
 １房100万の値がついた 
 超高級ブドウ「ルビーロ 
 マン」の起源とされる。 
 

斑入りバナナ 
   
・千葉県にて育成中。 
・かつてはハワイ王朝の   
 王族だけが所有してい 
 たとされ、王族の敷地  
 内だけで栽培されてい 
 た門外不出の貴重なバ   
 ナナ。 

17

フジミノリ フイ 



・最新品種の情報収集、生育適性の調査・審査等を目的として植栽試験を日本大学と連携して実施しています。 
・第１回植栽試験(2024年)は3月、５月、７月、９月の全４回の審査を実施しました。 
・第２回植栽試験(2025年)に向けて、2024年８月全国各地の企業・個人育種家・自治体等から試験対象植物等 
 の出品があり、今回は植物以外に、資材としてグリーン社会実現を目指した再生リン入り肥料などが出品されて 
 います。現在試験実施に向け、植付等の準備を進めています。 

植栽試験ほ場（2024年試験/場所：日本大学 面積：600㎡）  18

〇植栽試験 

2025年の試験に向けた植付作業（2024年10月）  



 〇行催事の検討状況について 
 ・2024年度中に「行催事実施計画」、「催事管理センター運営実施計画」の策定を予定し、2025年度は、 
  催事個別実施計画を策定するとともに、「催事管理センター」を設置し、参加者の募集を行う予定です。 
 ・開会式・閉会式の公式行事をはじめ、国際理解と友好親善促進を目的に、本博覧会への参加を記念して 
  開催するナショナルデー（ND）や、スペシャルデー（SD）、開催国として開催するジャパンデー（JD） 
  について検討を進めています。 また、海外からの賓客等も含め多様な来場者に対応できるよう準備を進 
  めています。 
 ・2025年度中に「接遇基本計画」、「儀典要領」を策定予定です。  
 

2027年度2026年度2025年度2024年度2023年度

行催事 
行催事実施計画策定 主催（共催）

催事実施計画

催事管理センター運営実施計画策定 公募・
契約   催事管理センター運用 

3.19 
～ 

9.26 

GREEN 
× 

EXPO 
2027 

各種催事制作 

準備 
19

接遇基本計画、儀典要領策定 接遇実施計画、
マニュアル策定 



2027年度2026年度2025年度2024年度2023年度
★開催3年前 ★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前 ★開催１年前 

営業参加 
(テーマ営業出店、一般営業出店等) 

募集、契約 

営業実施計画策定 施工調整・店舗運営管理 

 

3.19 
～ 

9.26 

GREEN 
× 

EXPO 
2027 

〇営業参加の検討状況について 
 ・2024年10月25日から「テーマ営業出店」の公募受付を開始しました。 
  テーマ営業出店は、屋外空間（庭園、広場等）と営業施設を整備し、博覧会のコンセプトを発信する 
 独自の営業（飲食・物販等）を実施いただく参加方法です。  
 【出店イメージ】 
  カーボンニュートラルに貢献するGX、省人化などの技術を取り入れたエシカル志向な飲食、エンター 
 テイメントなどの提供 等 
 ・ 2025年夏～秋頃から「一般営業出店（テナント形式）」の公募受付を開始する予定です。 

202024.10.25~2024.12.26 
テーマ営業出店受付 

計画策定・ 
内装工事等 

2025年夏～秋頃 
一般営業出店受付 



2027年度2026年度2025年度2024年度2023年度

 
3.19 

～ 
9.26 

協賛

〇協賛について 
 ・GREEN×EXPO 2027における協賛は、 
   「プロジェクト協賛」と「一般協賛」の２種類を設定します。  
 ・「プロジェクト協賛」のうち、次の２つのプロジェクトの 
  募集を2024年10月25日から開始しました。 
  ➀テーマ館プロジェクト（協会展示協賛） 
     ➁会場整備プロジェクト（会場整備協賛） 
 ※募集するプロジェクトについては今後、随時追加します。 
 

★開催3年前 ★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前 ★開催１年前 

協賛 募集、契約 

21

プロジェクト協賛 一 般 協 賛  

テーマ館プロジェクト
（協会展示協賛）

会場整備プロジェクト
（会場整備協賛）
○○プロジェクト
△△プロジェクト

協会が必要とする
物品・役務を

具体的に示します。

＜協賛の分類＞ 

GREEN 
× 

EXPO 
2027 

対話をしながらコンテンツを共創

2024.10.25 
募集開始 
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 来場者の安全かつ円滑な輸送の計画策定及び具体的な対策について、検討を進めることを目的として「2027
年国際園芸博覧会輸送対策協議会」及び「2027年国際園芸博覧会来場者輸送技術検討会」を開催しています。 

【２０２７年国際園芸博覧会来場者輸送技術検討会】       
・第８回 技術検討会（ 2024年６月25日） 
【構成員】学識経験者 
【議   題】前提条件・目標値、公共交通機関検討状況、自家用車検討状況、交通需要マネジメント、シミュレーション検討 
 

【２０２７年国際園芸博覧会輸送対策協議会】      
・第５回 バス・タクシーワーキング（ 2024年９月２日） 
【構成員】関東地方整備局、関東運輸局、横浜市、神奈川県バス協会、バス事業者 
【議  題】来場者輸送基本計画、公共交通機関、交通需要マネジメント、来場者輸送実施計画 
・第４回 道路ワーキング（ 2024年９月11日） 
【構成員】関東地方整備局、関東運輸局、神奈川県警、神奈川県、横浜市、神奈川県トラック協会、高速道路会社、道路交通情報センター 
【議  題】来場者輸送基本計画、輸送計画基礎情報、混雑緩和策、徒歩・自転車利用、来場者輸送実施計画    
・第３回 鉄道ワーキング（ 2024年９月12日） 
【構成員】関東運輸局、横浜市、鉄道事業者 
【議  題】来場者輸送基本計画、シャトルバス運行計画、来場者輸送実施計画 

〇会場内輸送サービス 
 高齢者や幼児連れの家族など、様々な来場者の移動を補助するため、会場内での輸送サービスを検討して
います。 



〇周辺道路の整備について  
 上瀬谷周辺の日常的な渋滞の解消、GREEN×EXPO 2027開催時における来場者の円滑な交通アクセスの確
保、その後の新たなまちづくりに向け、土地区画整理事業での道路整備と併せて、道路の拡幅、新設、交差
点立体化が横浜市にて進められています。 
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写真② 上川井IC出口の拡幅（完成）

②

写真の撮影方向

①

写真① 環状４号線（区域内）のバイパス道路（工事中）

横浜市に最新写真
の提供を依頼中

（横浜市資料抜粋） 
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 ２０２７年国際園芸博覧会の公式ロゴマークや公式マスコットキャラクター等を使用した様々な商品の企
画や製造、販売にむけて、当協会の知的財産（協会IP）を活用したライセンス事業を実施する「２０２７年
国際園芸博覧会マスターライセンスオフィス（2027MLO）」を2024年12月9日（月）に開設しました。 

【協会IP例】 

公式ロゴマーク 公式マスコットキャラクター 
トゥンクトゥンク サブグラフィック 

呼 称 

「２０２７年国際園芸博覧会」 

ライセンス事業を通じて国際園芸博覧会の魅力を発信し、全国的な機運醸成につなげていきます。 

〇２０２７年国際園芸博覧会マスターライセンスオフィス（2027MLO）の開設  

〇公式ライセンス商品の製造・販売事業者の募集  
 2027MLO開設とあわせて、協会IPを活用した商品の製造・販売を行う事業者の募集を行っており、2025年
から商品の製造・販売を順次開始します。 
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〇公式SNS(Instagram, X, Facebook)による情報発信 
• GREEN×EXPO 2027の準備状況や機運醸成に関する取組を発信します。 
• GREEN×EXPO 2027 開催地 横浜にてグリーンムーブメントに取り組む市民・団体・学生の活動を紹介します。 
• ユーザーの皆様から「幸せを創る明日の風景」 をテーマとする写真投稿を募集します。 
 ※Instagramのハッシュタグ「#withGREENEXPO」として 2024年11月現在500件以上の投稿実績があります。 

(2024年)

※X,Facebookを含めた総フォロワー数は24年11月末時点約11,500人

0
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

当月増加数

Instagramフォロワー増加数推移 

・内定者発表会
・日比谷公園ガーデニングショー
・ワールドフェスタ・ヨコハマ 他

・1000日前イベント ・都市緑化かわさきフェア
・Live!横浜
・つるまパーク大作戦 他
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〇広報誌「GREEN×EXPO 2027通信」の発行 
• 2024年度は、主にBtoBを中心とした企業や関連団体等のステークホルダーに向け、GREEN×EXPO 2027

の開催意義や進捗状況等をわかりやすく解説、紹介しています。 
• 協会メンバーによる外部訪問時の活用や関連団体の会議、イベント等での配布にて活用します。  
• 協会サイト内にて、ウェブデータを掲載しています。 
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〇業界団体会報誌への寄稿 
団体名（会報誌名） 

横浜商工会議所（商工季報 2024年夏号） 
一般財団法人日本造園修景協会（造園修景 154号） 
古典植物趣味の会（園芸趣味） 
一般社団法人 日本植木協会（緑化通信 2024年8月25日号） 
公益社団法人園芸文化協会（園芸文化 133号） 
一般社団法人 ＪＦＴＤ（「JFTDだより」「花キューピットだより」9
月、12月） 
公益社団法人 横浜市緑の協会（みどり 2024年秋号） 

一般財団法人日本緑化センター（GREEN AGE 2024年9月号） 

公益社団法人 日本家庭園芸普及協会（GAコミュニケーション 88号） 

一般財団法人日本造園修景協会（造園修景 155号） 

一般社団法人 横浜市造園協会（横造協だより 2024年秋号） 

一般社団法人 日本公園緑地協会（公園緑地 85巻３号） 

一般財団法人日本緑化センター（GREEN AGE 2024年11月号） 

掲載実績 リリース内容 
テレビ16件、新聞44
件、雑誌1件、ウェブ
304件、ラジオ1件 

開催1000日前記者発表会（公式
マスコットキャラクター名
「トゥンクトゥンク」の発表） 

テレビ1件、新聞13件、
ウェブ228件(※) 

GREEN×EXPOの出展者を初公
表 

新聞3件、ウェブ26件 
テーマ営業、協賛募集開始。
Village出展・花緑出展2次公募
開始 

テレビ2件、新聞4件、
ウェブ13件 

内定者向け説明会を実施：最新
の会場計画や準備状況を報告し
ました 

媒体名 
花卉園芸新聞 2024年11月1日号 

グリーン情報 2024年11月号 

家の光    2025年1月号 

〇花緑業界専門誌への広告出稿実績 

〇メディア掲載 ※出展者によるリリースの掲載分を含む 



 市民参加のキックオフとして、ホストシティである横浜市において「GREEN×EXPO 
2027開催 1000日前イベント」を実施し、ワークショップやステージイベント、展示な
どのプログラムを用意し、約３万人の方々が来場されました。 

・期間：６月22日(土)～23日(日) 
・場所：みなとみらい21地区（桜木町駅前広場、ランドマークプラザ） 
・主催：公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 
・共催：横浜市 

• 日時  ：６月22日（土）11時～12時 
• 会場  ： ホテルニューグランド ペリー来航の間 
• 登壇者 ： 公益社団法人2027年国際園芸博覧会協会（敬称略） 
         会⾧    十倉 雅和（一般社団法人 日本経済団体連合会会⾧） 
         副会⾧   山中竹春（横浜市⾧） 
         副会⾧   黒岩祐治（神奈川県知事）（代理：神奈川県副知事) 
       GREEN×EXPO 2027公式アンバサダー   芦田愛菜氏 
       公式マスコットキャラクター名前作者   北原やえ氏 

29

 開催1000日前である6月22日に、公式アンバサダー芦田愛菜さんによる公式マスコット 
キャラクターの名前「トゥンクトゥンク」を発表するとともに、神奈川県立横浜瀬谷高等 
学校の生徒による花みどりに関する活動等について記者発表会を実施しました。 

〇「GREEN×EXPO 2027開催1000日前イベント」 

〇２０２７年国際園芸博覧会開催1000日前記者発表会 



〇コスモクロック21特別ライトアップ 
 2024年11月９日～17日の間に、大観覧車「コスモクロック21」でGREEN×EXPO 2027公式マスコットキャ
ラクターの「トゥンクトゥンク」と、YOKOHAMA MUSIC HARBOR 2024公式アンバサダーの高城れにさんア
イデアによるバラモチーフの特別ライトアップが行われました。 

【協力：よこはまコスモワールド／泉陽興業株式会社】 
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 〇生物多様性国際ユース会議（８月31日） 
  ＜会場＞パシフィコ横浜 
  ＜出展内容＞横浜市GREEN×EXPO推進課と共同でブースを出展し、マスコットの３Ｄファントムや 
        GREEN×EXPO 2027のパネル展示を行いました。 
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〇全国都市緑化かわさきフェア 
 ・ＰＲ出展（10月19日～11月17日） 
  ＜会場＞富士見公園 
  ＜出展内容＞「自然と社会の調和」をモニュメントと花壇で表現しました。 
        モニュメントは、神奈川県立吉田島高等学校と隈研吾建築都市設計事務所のコラボ作品です。 
        花壇は、公式マスコットキャラクターの「トゥンクトゥンク」のモニュメントを設置しました。 
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 ・連携フォーラム（11月6日） 
  ＜会場＞カルッツかわさき 
  ＜出展内容＞全国都市緑化かわさきフェアとGREEN×EXPO 2027 
        とのコラボレーションにより、連携フォーラムを開催し、 
        涌井史郎氏と隈研吾氏、吉高まり氏、鎌原宜文審議官 
        （国土交通省）らによるパネルディスカッションを 
        実施しました。 

 ・ＧＬＣ出展（10月19日～11月17日） 
  ＜会場＞等々力公園 
  ＜出展内容＞神奈川県立の５つの農業高校の生徒による共創 
        プロジェクト「 GREEN LEADERSHIP CLUB」 
        （ＧＬＣ）により、「台車の箱庭」の作品展示を 
        行いました。 



〇ワールドフェスタ・ヨコハマ2024（10月12日） 
 ＜会場＞山下公園通り（歩行者天国を実施） 
 ＜出展内容＞・ワークショップ（トゥンクトゥンク塗り絵、花緑のフェイス 
        ペイント等）を実施しました。 
       ・ラッピングバスや収集車の展示を行いました。 
       ・フォトスポット（トゥンクトゥンクワールド）を設置しました。 
 
〇NIPPON FOOD SHIFT（10月19日～10月20日） 
 ＜会場＞丸の内仲通り 
 ＜出展内容＞農林水産省との共同による、押し花ポストカードづくり体験や 
       トゥンクトゥンク塗り絵を実施しました。 
 
 
〇日比谷公園ガーデニングショー（10月24日～27日） 
 ＜会場＞日比谷公園 
 ＜出展内容＞トゥンクトゥンクをイメージした鉢植えフォトスポットを設置 
       しました。 
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【参考】その他連携イベント 
 横浜商工会議所令和６年度会員の集い、サマーコンファレンス2024、座間市 ひまわりまつり、ホストタウンフェスティバル、 
 ツーリズムEXPOジャパン、都市緑化キャンペーン、第13回アジア・スマートシティ会議、新横浜パフォーマンス、 
 つるまパーク大作戦、Live!横浜など 
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〇特別委員会の設置（横浜商工会議所） 
 11月28日開催の常議員会（役員会）で、国際園芸博覧会を支援する特別委員会として、「GREEN×EXPO 
協力推進委員会」（委員⾧：原田一之副会頭（京浜急行電鉄株式会社  代表取締役会⾧））を新たに設置す
ることが決定しました。今後、開催に向けて全市的な機運醸成等に取り組みます。 

〇包括連携協定 
 ９月18日に、大阪商工会議所（大商）、名古屋商工会
議所（名商）、横浜商工会議所（横商）で、包括連携協
定を締結しました。 
 ２０２５年日本国際博覧会（大阪・関西万博）、２０
２６年第２０回アジア競技大会・第５回アジアパラ競技
大会（アジア・アジアパラ競技大会）、２０２７年国際
園芸博覧会（GREEN×EXPO 2027）の開催を通じた日本
の持続的な成⾧に貢献するため、開催地の商工会議所が
相互に連携・協力して、これら国際的イベントの情報発
信や来場促進など、機運醸成に取り組んでいます。 
 

大商、名商、横商の三者で
作成した三角POP 
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・アジア・スマートシティ会議(ASCC)（10月） 
・SDGs未来都市・環境絵日記展（11月） 
・国際熱帯木材機関（ITTO）理事会（12月） 

新横浜パフォーマンス:フォトコーナー 区民まつりでのＰＲ ASCC:GREEN×EXPO 2027セッションの様子   

Live!横浜:出展ブースのにぎわい  SDGs未来都市・環境絵日記展： 
 横浜市⾧奨励賞(GREEN×EXPO部門)の表彰    

ASCC:ユースセッションの様子   

区民まつりでのＰＲ、大規模イベント出展等 国際会議やEXPO関連事業でのプロモーション 

ASCC:セッション会場の様子   

・秋の里山ガーデンフェスタ（９月～10月） 
・新横浜パフォーマンス（10月） 
・ワールドフェスタ・ヨコハマ（10月）・横浜マラソン（10月） 
・Live！横浜（11月） 

  秋のイベントシーズンに合わせて区民まつりや大規模イベント等での集中的なプロモーションを展開しました。 
  国際会議においてPRブースの設置やセッションの実施等、国内外からの参加者に向けて情報発信しました。 

   横浜マラソン：横断幕設置            

〇イベントや国際会議におけるプロモーション 
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 乗降客数が多い駅や公共空間において、令和６年10月から統一的なデザインによる階段広告等を実施しました。 

 ・階段広告 

・主要駅における広報プロモーション 
乗降客数が多い横浜駅・新横浜駅を中心に柱巻き 

広告やトゥンクトゥンクのマスコットバルーンを設置 
しました。 

JR線石川町駅 

横浜駅柱巻き広告 

横浜駅西口 
※放映期間：R6.11.13～R7.2.14 

新横浜駅（～R6.10.11） 

〇公共空間を活用した広報プロモーション 
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 横浜市庁舎の壁面等を活用し、マスコットキャラクター「トゥンクトゥンク」のバルーンや 
フォトスポットを設置しました。 

〇横浜市庁舎におけるPR 
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 開催1000日前を契機にGREEN×EXPO 2027の公式クリエイターである蜷川実花氏が監修した 
キービジュアルによるラッピングバスの運行を開始しました。 
 また、公式マスコットキャラクター「トゥンクトゥンク」及びサブグラフィックによるラッピ
ングバスを９月から運行を開始しました。 

〇横浜市営バスラッピング 



・令和６年３月29日に横浜市町内会連合会（市連会）から、 
 『「GREEN×EXPO 2027」の成功に向けた機運醸成の取組の推進について』の意見書を受領しました。 
   
   地域において自然環境の保全などに取り組んでいただいている公園愛護会など様々な団体への説明も 
   進めてほしい。 
・意見書をふまえ、日頃からGREEN×EXPOの開催意義・理念との親和性が高い、環境活動を担っている皆様に 
 積極的にご参画いただきたいという趣旨から、５月から10月にかけて18区にて説明会を開催しました。 

・対象：単位自治会・町内会、公園愛護会、水辺愛護会、 
    ハマロードサポーター、環境事業推進委員、 
    横浜の森づくり活動団体 等 
・会場：各区公会堂、区民文化センター 等 
・内容：➀市⾧による講演（開催概要、地域活動とEXPOの繋がり等） 
    ➁各環境活動団体の代表との意見交換 
・参加人数：3,882人（全区合計） （18区平均215人） ５月31日（金）泉区説明会 会場の様子 

〇18区の地域説明会開催の経緯 

〇開催概要 

＜意見書の主な内容＞ 
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県公式YouTubeチャンネル「かなチャンTV」 
 による広報活動（応援団メッセージ動画） 

〇GREEN×EXPO 2027 応援団の結成 
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GREEN×EXPO2027 応援団の結成 

 

 GREEN×EXPO 2027 を若い世代と一緒に盛り上げてい
くため、令和6年12月15日（日）にクイーンズスクエア
横浜において「全国高校生花いけバトル神奈川大会 
2024」を開催しました。 

〇全国高校生花いけバトル神奈川大会 2024～青春輝け！ GREEN×EXPO 2027への扉～の開催 

 

 今年９月に、本県ゆかりの著名人や団体を中心に、
「GREEN×EXPO 2027 応援団」を結成しました。 
 県主催イベントへの参加や、広報紙へのコメント掲
載、SNSの発信などにより、GREEN×EXPO 2027のPRを
実施しています。 



〇県民参加型のPR 
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商店街の花壇をみんなで植栽し、応援看板を設置 県立都市公園で植栽イベントを実施 地域の公共花壇等に応援看板を設置 

〇広報媒体を活用したPR 
 ラジオ・テレビなど、県の持つ
様々な広報媒体を活用してPRを
行っています。 

地上波テレビによる広報活動 
（令和6年11月3日放送：tvk「カナフルTV」） 

ラジオによる広報活動 
（令和6年5月9日放送：FMヨコハマLIGHT UP KANAGAWA」） 
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〇公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 
 組織・人員 
 
 <法人格>公益社団法人 2022.12～ 
 
 <組 織>13室・部 21課（ 2024.12.1現在） 
 
 <職員数>198名 
     ※うち６名が2024年９月２日に開設された 
      上瀬谷現地事務所で勤務。 
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事務次⾧

 千代 光一

事務次⾧(1/1～着任)

 栗本 尚幸

展示部

出展部

植物部

整備部

参与

 齊藤 純

交通対策室

事業部

運営部

事務次⾧

 小池 政則 企画調整部

機運醸成部

参与

 五十嵐 康之

国際部

事務総⾧

 河村 正人
推進戦略室

総務部
事務次⾧

 佐藤 速水
財務部



〇委員の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 その他、全国経済団体、地元経済団体、各地域経済団体及び業界団体から推薦を受けた委員で構成されています。

45※2023年度開催実績：第１回財務委員会（2023年６月13日開催）、第２回財務委員会（2024年２月５日開催） 

 民間に募る寄附等、協会の資金調達等に関する事項を調査審議するとともに、協会の資金調達等に関する業務
を円滑に推進するために必要な協力を行う専門委員会として、2023年６月13日に財務委員会を設置しました。 

〇2024年度の財務委員会開催状況 
 【第３回財務委員会】2024年９月18日開催 
 【議題】《報告事項》 財務委員会の委員の新任について、２０２７年国際園芸博覧会の準備進捗状況、 
            会場建設費への寄附金額の推移、２０２７年国際園芸博覧会寄附金募集計画の進捗状況 
     《提案事項》 財務委員会実行委員会委員の選任について 
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AIPH 開催3年前視察 

（6月5日・6日） 

BIE事務局⾧視察 
(8月29日・30日） 

BIE執行・規則・情報広報委員会・総会 
(4月23日・26日、6月18日） 

BIE執行・規則・情報広報委員会・総会 
(10月11日・14日・15日、11月26日） 

BIEキャパシティ 
ビルディングプログラム

（ペルー） 
(12月2日・3日） 

AIPH博覧会委員会(ポーランド） 
(9月4日） 

 万博を所管するBIE（博覧会国際事務局）や、園芸博覧会を所管するAIPH（国際園芸家協会）と 
進捗状況を共有しながら当博覧会の準備を進めています。 
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 来場者等の安全確保及び博覧会の円滑な運営を図るために必要な事項を協議し、 
計画の策定に資することを目的として、安全対策、医療救護、会場衛生に係る各協議会を設置しています。 

〇医療救護協議会       
【設置日】2024年11月20日 
【構成員所属団体等】横浜市立大学大学院、横浜市医師会、横浜市病院協会、神奈川県看護協会、横浜市内災害拠点病院、 
          県市医療担当部局 
【主な検討内容】救命率向上に向けた取り組みの検討、判断基準、各対応フロー（熱中症患者対応含む）、多数傷病者対応 等 

〇安全対策協議会       
【設置日】2024年11月29日 
【構成員所属団体等】東京経済大学、常葉大学、横浜税関、神奈川県警察本部、県市防災担当部局 
【主な検討内容】≪防災≫ 基本方針、災害想定、防火・防災体制、熱中症予防対策、風水害対策（落雷・ゲリラ豪雨等）、 
             訓練・研修、震災対応（帰宅困難者対応含む） 等  
        ≪警備≫ 警備方針、事案想定、検査要領、賓客来場時対応、事案発生時の対処、関係機関との連携 等  

〇会場衛生協議会       
【設置予定日】2024年12月11日 
【構成員所属団体等】北里大学、横浜検疫所、県市保健衛生担当部局 
【主な検討内容】≪環境衛生≫ 衛生害獣・害虫対策、建築物衛生管理 
        ≪食品衛生≫ 食中毒事故防止及び発生時の対応、食品衛生管理体制   
        ≪感染症対策≫ 感染症予防対策、情報収集体制 等 



2027年度 2026年度 2025年度 2024年度 

有識者会議     

業務の委託・運用 

〇サイバーセキュリティ対策 
 サイバー攻撃による被害は年々増加しており、攻撃の手法も高度化・複雑化しており、これを 
防ぐため、2025年当初～を目途に、開催前から多様な対策を講じていく予定です。  

サイバーセキュリティ 
対策業務 

開催準備
3.19 

～ 
9.26 
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業務内容の検討
GREEN

×
EXPO
2027 

体制の構築 

対応ルールの検討 

・インターネット上の対策：webサイト改ざん対策、ウイルス侵入検知 等 
・会場内の対策  ：通信機器ウイルス感染対策、WiFi利用不正通信遮断 等 
・有事への備え  ：セキュリティ教育、インシデント対応 等 



アクセシビリティ
 2023年１月に策定した基本計画において、国・地域、文化、人種、性別、世代、障がいの有無等にかかわら
ず、本博覧会を訪れる全ての人々が安全・快適に過ごすことができるよう配慮した計画・整備を行うものとして
います。 
 現在、この基本計画に基づき検討会を設置し、障がい当事者や学識経験者等の参画のもと、開催者（当協会） 
はじめ出展者等すべての参加者のためのガイドライン策定を進めています。 
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＜検討事項＞ 
 施設整備、サービス（運営）、交通アクセスそれぞれの基準及びその内容 
＜検討方針＞ 
 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会や2025年日本国際博覧会において策定されたアクセシビリティに 
 関するガイドラインを踏まえ、国際園芸博覧会の特性を考慮したガイドラインとします。 
＜適用範囲＞ 
 ・本博覧会会場のうち、すべての来場者の動線・活動エリアとします。なお、管理エリアについては、委員の意見も 
   踏まえ検討中です。 
 ・交通アクセスにおいては、会場へアクセスする主要な交通機関の関連施設（駅、駅前広場、ターミナル、駐車場 
   等）と車両等、交通情報提供設備等を対象とします。 
＜運用の考え方＞ 
 開催者、参加者ともに本ガイドラインに沿って整備・運営を行うこととします。ただし、施設整備による対応が困難 
 な場合は、ソフト的対応等により、ガイドラインの趣旨を踏まえた水準を確保するものとします。 

〇「アクセシビリティ・ガイドライン」の検討内容 

2024年 ９月 第１回検討会、10月 第１回テーマ別ワーキング、11月 第２回検討会、12月 第２回テーマ別ワーキング 
2025年 ２月 第３回検討会、３月 アクセシビリティ・ガイドライン発出 

〇検討スケジュール（予定） 
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2027年度2026年度2025年度2024年度

会場整備（協会） 土木・造園工事

仮設建築施工
（協会設置）

計画・設計

都市公園事業（横浜市）

土地区画整理事業（横浜市）

主催者展示

GREEN
×

EXPO
2027

3.19
～
9.26

完成箇所から順次引き渡し

完成箇所から順次引き渡し

テーマ館設計・施工（横浜市）

実施設計 展示物製作・設置

輸送対策 輸送実施計画

会場運営 研修訓練計画 運営

来場者輸
送の実施随時更新
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★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前★開催１年前



2027年度2026年度2025年度2024年度
★開催1000日前 ★開催２年前 ★開催100日前

営業参加、協賛 募集、契約
※ 場内輸送等、募集～契約時期が早まる可能性あり

★開催１年前

広報

GREEN
×

EXPO
2027

3.19
～
9.26

寄附 募集

催事参加 募集

Village出展
出展者
による
展示・施工

花・緑出展 出展者
による
展示・施工

出展者内定、
区画決定、出展者による検討・設計等一次公募

出展者内定、
区画決定、出展者による検討・設計等一次公募

公式（国際）出展
外国政府・国際機関への参加招請

出展者による
展示・施工出展準備出展敷地の確定、契約
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出展者内定、区画決定、
出展者による検討・設計等二次公募

出展者内定、区画決定、
出展者による検討・設計等二次公募



【資料】
・資料2

報告事項 第２号報告

GREEN×EXPO 䏆䏄䏆䏋 会場予定地等の視察報告

　10 月９ 日に理事・監事の皆様を対象に、GREEN×EXPO 2027会場予定地等の視察を行い
ましたので、資料２のとおり報告します。

GREEN×EXPO 2027会場予定地等の視察報告
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GREEN×EXPO 䏆䏄䏆䏋 会場予定地等の視察報告 

１ 開催概要 
（１）日 時：10 月９日（水） 13:00～16：30 
（２）参加者：ナリン アドバニ 理事、太田 眞晴 監事 

また、以下の団体の御担当者様からもご希望をいただき、合計８名の方 
にご参加いただきました。 

一般社団法人 日本経済団体連合会、横浜商工会議所、 
一般社団法人 神奈川県経営者協会、一般社団法人 日本造園建設業協会 

（３）概 要 ：上瀬谷の GREEN×EXPO 䏆䏄䏆䏋 会場予定地を視察したほか、園芸博の参考と
して、横浜市等主催の「秋の里山ガーデンフェスタ」を視察。 

２ 行程 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【参考】会場予定地の状況 

 

資料２ 

GREEN×EXPO 䏆䏄䏆䏋 

会場予定地 

里山ガーデン 

【和泉川源流部】 

【仮囲いを活用したＰＲ➁】 【コンテスト入選作品の展示】 

【会場予定地内の植栽】 

【仮囲いを活用したＰＲ➀】 

【動線として活用する園路の整備】 

なお、会場予定地の周りでは、横浜市において工事現場の仮囲いを活用した GREEN×EXPO のＰＲや、 
地元企業などの有志で組織される団体が開催した絵画コンテストの入選作品の展示を行っています。 
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